
お問い合わせ
(基金制度･基金への寄附)

＜主な取組例＞

地域が行うエネルギーの地産地消の取組、産業の振興や技術開発の
促進、普及啓発、人材育成などの取組に活用します。基金対象事業

これまで皆様からいただいた寄附金は、ゼロカーボン北海道の実現
に向けた取組に活用させていただいています。寄附金の活用実績

道では、ゼロカーボン北海道の実現に向けて、再生可能エネルギーの導入の加速化
や省エネルギーの推進等の施策を中⾧期的に展開するため、新たに北海道地球温暖
化防止対策基金（通称:ゼロカーボン北海道推進基金）を設置しました。

地域の脱炭素化
モデル検討

イベント・セミ
ナー等普及啓発 若者向け環境教育

気候変動適応情報
の収集・発信

北海道経済部ゼロカーボン推進局
電話:011-206-7956

基盤
づくり

道民への
働きかけ

事業者への
働きかけ

吸収源
対策

地域の
脱炭素化

産業の
振興

洋上風力発電
水素利活用
次世代半導体拠点整備

地産地消の新エネ導入
北方型住宅ZERO普及
住宅断熱改修

ブルーカーボン推進
クレジット取得促進

排出量把握支援
環境経営の啓発

気候変動適応の情報発信
市町村の計画策定支援

ゼロカーボン北海道推進基金
基金への寄附にご賛同いただける
企業様を募集しています。

を進め、
日本の脱炭素化に貢献しませんか?!

道外に本社が所在する事業者の皆様は企業版ふるさと納税をご活用いただけます。

ゼロカーボン北海道の
普及啓発

基金の詳細は
こちら



例えば、100万円の寄附をすると、最大約90万円の法人関係税が軽減

●１回あたり10万円以上の寄
附が対象

●本社が所在する自治体への
寄附は対象外
(本社が道内の企業は、道庁･
所在市町村への寄附は対象外）

●寄附企業への経済的な見返
りは禁止

税軽減は寄附額の最大９割、実質負担は１割！メリット
１

活用のチェックポイント

企業版ふるさと納税制度で北海道を応援しませんか？
「企業版ふるさと納税」は、企業の皆様が、こころざしを寄附のかたちで地方公共団体の行う
地方創生の取組を応援した場合に、税制上の優遇措置を受けることができる制度です。
企業の皆様にとっても大きなメリットのある制度です。本制度を活用し、北海道の未来づく

りに向けた取組をともに進めましょう!!

メリット
２

「ほっかいどう応援団会議」に参加しましょう！！
ほっかいどう応援団会議とは、｢北海道に縁がある｣、｢北海道が大好き｣という企業・団体な

ど、北海道を応援していただける方々のネットワークです。
参加にあたって費用負担はございません。ぜひご参加ください。

お問い合わせ(ふる納制度･応援団会議) 北海道総合政策部官民連携推進局 電話:011-204-5158

●ポータルサイト等で、参加企業の皆様の応援
実績や、北海道の応援につながる
情報などを発信!
●知事・市町村⾧がトップセールスを
行う｢ほっかいどう応援セミナー｣を
開催!

企業版ふるさと納税制度の詳細については、こちらをご確認願います
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/krs/tiikisousei-kigyouban-hurusatonouzei.html

企業のＰＲに

北海道（市町村）との新たなﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟの構築

ＳＤＧｓの達成

社員のモチベーションアップ

ふるさと、被災地の復興等への支援

etc

「社会・地域貢献」や「新たな事業展開」にもつながる！

●感謝状の贈呈のほか、｢ゼロ
カーボン北海道｣の実現に貢
献されている企業様として、
ホームページ・啓発チラシ
等で企業名を紹介!

道では・・・

【参加数】(R5.6末現在)
企業・団体 719団体
個人 13,132人

（応援団会議のイメージ）

応援の受け皿 応援の見える化

官民連携のステップアップ

資金面 協働活動 事業活動
･ふるさと納税 ･包括連携協定

･ﾀｲｱｯﾌﾟ事業

･企業立地
･道産品ＰＲ etc


